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二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。
皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも
皆さまを応援しています。皆さまを応援しています。

▲荒木 一帆さん▲荒木 一帆さん▲平原 百花さん▲平原 百花さん

「違う価値観や人を知る「違う価値観や人を知る
ことは怖いと思うこともことは怖いと思うことも
ある。しかし、違うことある。しかし、違うこと
を恐れず、新しく知るこを恐れず、新しく知るこ
とを楽しむ、そんな大人とを楽しむ、そんな大人
になりたい。感謝の気持になりたい。感謝の気持
ちを忘れず、知ることをちを忘れず、知ることを
恐れず、考えることをや恐れず、考えることをや
めずに生きていくことめずに生きていくことがが
二十歳を迎えた私の目標」二十歳を迎えた私の目標」

「友人たちと二十歳を迎「友人たちと二十歳を迎
え、喜びと、身の引き締え、喜びと、身の引き締
まる思い。これまで先生まる思い。これまで先生
方が私の夢を応援してく方が私の夢を応援してく
れたように、私もまた生れたように、私もまた生
徒の夢を応援し、実現す徒の夢を応援し、実現す
る手助けができる教師にる手助けができる教師に
なりたい。種子島で育まなりたい。種子島で育ま
れたことのありがたされたことのありがたさをを
忘れずに生きていきたい」忘れずに生きていきたい」

【二十歳の抱負】【二十歳の抱負】

市政の窓 2024.2 月号
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令和 6年 消防出初式令和 6年 消防出初式
市民の安心安全な暮らしの確保という使命を果たすため市民の安心安全な暮らしの確保という使命を果たすため

田中 田中 邦邦男団長男団長

内閣府 叙勲《瑞宝単光章》
長野　純夫（上西 元分団長）

鹿児島県消防協会　精績章
椎田　なほみ（女性）、砂坂　剛志（榕城）、榎本　奈美（女性）
松元　一秀（上西）、野下　英樹（上西）、山本　達也（住吉）
牧瀬　誠（住吉）、園田　和樹（現和）、下園　隆幸（現和）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
椎田　なほみ（女性）、砂坂　剛志（榕城）、下園　隆幸（現和）
𠮷元　雄一（下西）、加藤　勇祐（下西）、奥﨑　雄祐（国上）
髙星　正博（国上）、春山　拓也（国上）、鮫島　真治（現和）

西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
河内　良子（育雄・夫人）、萩原　朱美（実秋・夫人）
古田　民枝（清博・夫人）

令和 6年 消防関係者表彰令和 6年 消防関係者表彰【敬称略、（ ）内は分団等名】

日本消防協会　精績章
平川　久美子（女性）

日本消防協会　30年勤続章
錨　忠宏（榕城）、鎌倉　輝幸（伊関）、石元　秀知（上西）
柳　英雄（現和）、小山田春文（現和）
大田　太（熊毛地区消防組合）、有馬　正（熊毛地区消防組合）

鹿児島県知事　10年勤続章
和田　正俊（立山）、元木　光浩（榕城）、戸川　陽平（国上）
渡邉　道大（榕城）、江口　勇（下西）、髙田　勉（立山）

鹿児島県消防協会　功績章
和田　正俊（立山）、山下　満和（安城）、西田　敏幸（現和）

西之表市　無火災表彰
国上分団、安城分団、立山分団、中割分団

全国消防庁長官　永年勤続功労章
岩元　清美（国上）

全国消防長会　消防特別功労表彰
遠藤　豊（熊毛地区消防組合消防本部）

規律訓練（伊関分団）規律訓練（伊関分団）

操法訓練（安城分団）操法訓練（安城分団）

一斉放水一斉放水

市政の窓2024.2 月号



④

１年 　だれかのえがお　こわしてないかな　そのことば 下西小学校 立山　澄海
２年 　いじめはね　こころがきずつく　とげみたい 榕城小学校 栗田　晴琉
３年 　どうしたの　そのひとことで　すくわれる 榕城小学校 鎌田　あかり
４年 　きらいより　すきをたくさん　みつけよう 下西小学校 福嶋　南富
５年 　あいてを思う　その言葉が　みんなの心を明るくする 古田小学校 　𦚰　花音
６年 　大丈夫　君のそばには　ぼくが居る 下西小学校 　藤　柊風

令和 5年度西之表市いじめ防止啓発標語コンクール入賞作品
　市教育委員会・市いじめ問題対策連絡協議会では、各学校で取り組まれている「いじめ問題を考える週間」
に合わせて、『西之表市いじめ防止啓発標語コンクール』を実施しました。
　このコンクールは、市内の小・中学生一人一人が、いじめをしない・許さないという強い意志をもって
周囲の人々と豊かにかかわろうとする態度を大切にした標語を考えること、また、優れた標語を市民の皆
様に広く知らせることで、いじめ問題を市民全体で考え、防止しようという趣旨で実施したものです。
　市内すべての小・中学校の児童生徒の作品の中から、各学年の入賞作品が選ばれました。
《小学生の部　特選》

《小学生の部　入選》

１年

　つながっている　なかよくみんな　ともだちだ 榕城小学校 上妻　楓
　にっこりとうこう　がっこうだいすき　うれしいな 上西小学校 肥後　優愛
　はなすゆうき　とめるゆうき　やめるゆうき
　　　　　　　　みとめるゆうき　だいじなことだよ 国上小学校 大久保　光希

２年
　やらないで！　自分がされて　いやなこと！ 榕城小学校 井田　波音
　わるぐちは　人もじ分も　きずつくよ 榕城小学校 榎元　岬
　やさしいことばを　つかってくれて　ありがとう 現和小学校 上妻　琉々羽

３年
　まもりたい　みんなのえ顔　大事な友だち 榕城小学校 中村　羽瑠
　持ってるよ　やさしい気持ちと　思いやり 榕城小学校 廣口　杏夏
　やさしさは　心のとげを　とりのぞく 伊関小学校 濵脇　央一郎

４年
　「だいじょうぶ」　その一言で　生まれるえ顔 榕城小学校 下村　美織
　心は強く　言葉はやさしく　いい仲間 伊関小学校 下江　友魅愛
　その言葉　悪気なくても　悲しいかも 安城小学校 安井　直生

５年
　見つけたら　むしせず注意　いじめストップ 下西小学校 舩元　楓花
　チクチク言葉　やさしい君には　似合わない 伊関小学校 鎌倉　陸駆
　それいじめ　あなたもやってる　気づいてよ 安城小学校 田中　希空

６年
　いないかな　あなたの周りに　ＳＯＳ 榕城小学校 宇辰　心花
　「大丈夫？」　一言かければ　救われる 榕城小学校 山下　真央
　優しく手をさしのべて　つくろうみんなの笑顔 現和小学校 小林　明里

１年 　いじめかも　勇気をだして　「それはだめ」 市村　埜乃
２年 　ごめんより　ありがとうの花　増やしたい 橋元　祐奈
３年 　出す言葉　一つ一つに　責任を 宮本　宣仁

《中学生の部　特選》

１年

　その言葉　どんな武器より　するどい刃 中村　凛
　その言葉　ほんとにあの人　傷つかない？
　　　　　　　　　みんながみんな　同じじゃない 古元　一真

　大丈夫？　あの子の心　泣いてない？ 山田　理杏

２年
　悪口を　言った心に　低評価 橋元　結菜
　これくらい　そんな気持ちが　いじめのもとに 秋山　大晃
　何気ない　その一言にも　棘がある 持田　都美

３年
　心から　笑える関係　つくろうよ 田上　颯
　たちきろう　いじりあいの　どろ試合 山﨑　脩晴
　大切なのは　空気ではなく　相手の気持ち 川原　七惺

《中学生の部　入選》

※敬称略

市政の窓 2024.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

鹿
児
島
県
優
秀
教
職
員
受
賞
（
現
和
小
・
安
城
小
）

　　

1212
月月
2020
日
（
水
）、

日
（
水
）、
現
和
小
学
校
の

現
和
小
学
校
の

横
山
政
文
校
長
と
安
城
小
学
校
の
吉
滿

横
山
政
文
校
長
と
安
城
小
学
校
の
吉
滿

ふ
く
み
校
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿
児

ふ
く
み
校
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿
児

島
県
優
秀
教
職
員
受
賞
の
報
告
を
行
い

島
県
優
秀
教
職
員
受
賞
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

現
和
小
学
校
と
安
城
小
学
校
、
そ
れ

　

現
和
小
学
校
と
安
城
小
学
校
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
修
部
が
受
賞
し
た
も
の
で
、

ぞ
れ
の
研
修
部
が
受
賞
し
た
も
の
で
、

両
校
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
「
小
小
連

両
校
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
「
小
小
連

携
」
と
し
て
、
合
同
で
の
人
権
同
和
教

携
」
と
し
て
、
合
同
で
の
人
権
同
和
教

育
研
修
や
生
徒
指
導
研
修
、
共
通
の

育
研
修
や
生
徒
指
導
研
修
、
共
通
の

テ
ー
マ
と
し
て
「
豊
か
な
表
現
力
を
育

テ
ー
マ
と
し
て
「
豊
か
な
表
現
力
を
育

む
授
業
づ
く
り
」
を
設
定
し
た
職
員
主

む
授
業
づ
く
り
」
を
設
定
し
た
職
員
主

体
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
へ
き
地
・
小
規
模
校

教
育
優
秀
校
受
賞
（
伊
関
小
）

　　

1212
月月
1919
日
（
火
）、

日
（
火
）、
伊
関
小
学
校
の

伊
関
小
学
校
の

有
村
修
一
校
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿

有
村
修
一
校
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿

児
島
県
へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
優
秀

児
島
県
へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
優
秀

校
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

校
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
地
域
と
の
交
流
活
動
や

　

学
校
で
は
、
地
域
と
の
交
流
活
動
や

地
域
の
方
々
に
自
然
や
文
化
、
産
業
に

地
域
の
方
々
に
自
然
や
文
化
、
産
業
に

つ
い
て
学
ぶ
活
動
を
行
い
、
少
人
数
を

つ
い
て
学
ぶ
活
動
を
行
い
、
少
人
数
を

生
か
し
た
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指

生
か
し
た
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

有
村
修
一
校
長
は
「
地
域
の
方
々
な

　

有
村
修
一
校
長
は
「
地
域
の
方
々
な

ど
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
お

ど
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
お

か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
た
い
。
さ
ら
に

か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
た
い
。
さ
ら
に

充
実
し
た
教
育
を
目
指
し
て
い
き
た

充
実
し
た
教
育
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　　

1212
月月
1717
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
第

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
第

６
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ

６
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
種
子

プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
種
子

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
レ
オ
ク
ラ
ブ

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
レ
オ
ク
ラ
ブ

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生

　

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生
1212
名
が
出

名
が
出

場
し
、「
挑
戦
し
た
い
こ
と
」「
夢
」
な

場
し
、「
挑
戦
し
た
い
こ
と
」「
夢
」
な

ど
に
つ
い
て
、
流
暢
な
英
語
で
ス
ピ
ー

ど
に
つ
い
て
、
流
暢
な
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。

チ
を
行
い
ま
し
た
。

【コンテスト結果】敬称略
小
学
生

最優秀賞　　𦚰花音

優秀賞　川畑結愛

中
高
生

最優秀賞　松原志奈

優秀賞　新村瑠愛

優秀賞　鈴木結花

審査委員特別賞　満 楓

奨励賞　柳田 琉星

郵
便
局
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ス
プ
レ
ー
を
寄
贈
　　

1212
月月
1919
日
（
火
）、
島
内
１
市
２
町

日
（
火
）、
島
内
１
市
２
町

で
構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内

で
構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内

の
各
小
学
校
へ
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ス
プ

の
各
小
学
校
へ
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ス
プ

レ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

レ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日

は
部
会
長
で
あ
る
中
種
子
町
増
田
郵
便

は
部
会
長
で
あ
る
中
種
子
町
増
田
郵
便

局
の
牧
瀬
嘉
彦
局
長
、
現
和
郵
便
局
の

局
の
牧
瀬
嘉
彦
局
長
、
現
和
郵
便
局
の

長
野
靖
彦
局
長
、
国
上
郵
便
局
の
大
瀬

長
野
靖
彦
局
長
、
国
上
郵
便
局
の
大
瀬

慶
太
局
長
が
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま

慶
太
局
長
が
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

牧
瀬
嘉
彦
局
長
は
「
市
内
の
子
ど
も

　

牧
瀬
嘉
彦
局
長
は
「
市
内
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
感

た
ち
が
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
感

染
症
予
防
対
策
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

染
症
予
防
対
策
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

⑤ 市政の窓2024.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

　　

1212
月
７
日
（
木
）、
西
之
表
市
グ
リ
ー
ン
・

月
７
日
（
木
）、
西
之
表
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
て
約
４
年
ぶ
り

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
て
約
４
年
ぶ
り

に
教
育
旅
行
生
の
民
泊
受
入
れ
を
実
施
し

に
教
育
旅
行
生
の
民
泊
受
入
れ
を
実
施
し

ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
新
潟
県
立

ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
新
潟
県
立
燕燕つ

ば
め

つ
ば
め

中中

等
教
育
学
校
の
生
徒

等
教
育
学
校
の
生
徒
7171
名
で
す
。

名
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会

員
の
ご
協
力
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
教
育
旅

員
の
ご
協
力
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
教
育
旅

行
の
受
入
れ
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

行
の
受
入
れ
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
「
種
子
島
の
お

き
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
「
種
子
島
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
ま
た

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
ま
た

戻
っ
て
き
た
い
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、

戻
っ
て
き
た
い
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、

受
入
家
庭
の
温
か
さ
に
触
れ
て
、
別
れ
を
惜

受
入
家
庭
の
温
か
さ
に
触
れ
て
、
別
れ
を
惜

し
む
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

し
む
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山
漁

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山
漁

村
に
滞
在
し
、
農
漁
業
体
験
を
楽
し
み
地
域

村
に
滞
在
し
、
農
漁
業
体
験
を
楽
し
み
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
図
る
余
暇
活
動
の
こ

の
人
々
と
の
交
流
を
図
る
余
暇
活
動
の
こ

と
。
平
成

と
。
平
成
2020
年
度
ご
ろ
か
ら
は
、
農
林
漁

年
度
ご
ろ
か
ら
は
、
農
林
漁

業
等
の
体
験
と
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

業
等
の
体
験
と
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

生
活
体
験
が
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

生
活
体
験
が
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
市
も
こ
の
活
動
を
推
進
し
て
お

ま
し
た
。
本
市
も
こ
の
活
動
を
推
進
し
て
お

り
、
島
外
か
ら
の
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
）

り
、
島
外
か
ら
の
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
）

受
入
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
入
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
伊

　

な
お
、
来
年
度
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
伊

佐
市
と
の
交
流
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

佐
市
と
の
交
流
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

引
き
続
き
、
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
教
育
旅
行
の
誘
致
活

進
協
議
会
と
連
携
し
、
教
育
旅
行
の
誘
致
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　
　
　
　

〜
民
泊
な
ら
で
は
の
温
か
さ
と
繋
が
り
を
〜

　

種
子
島
は
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
海
に

　

種
子
島
は
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
観

囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
観

光
振
興
は
、
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

光
振
興
は
、
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
種
子
島
の
海
を
活
か
し
た
観
光
と

　

特
に
種
子
島
の
海
を
活
か
し
た
観
光
と

し
て
、サ
ー
フ
ィ
ン
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、シ
ー

し
て
、サ
ー
フ
ィ
ン
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
、
海
水
浴
は
と
て
も
人
気
が
高

カ
ヤ
ッ
ク
、
海
水
浴
は
と
て
も
人
気
が
高

く
、
種
子
島
の
美
し
い
海
は
、
今
後
も
観

く
、
種
子
島
の
美
し
い
海
は
、
今
後
も
観

光
や
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
き
れ
い

光
や
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
き
れ
い

な
環
境
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
環
境
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

海
岸
美
化
は
、
市
に
お
い
て
も
ビ
ー
チ

　

海
岸
美
化
は
、
市
に
お
い
て
も
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
作
業
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す

ク
リ
ー
ン
作
業
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
精
力
的
に
取
り
組

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
個
人
・
団
体
・
学
校
等
も
あ
り
、

ん
で
い
る
個
人
・
団
体
・
学
校
等
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
方
々
の
お
か
げ
で
、
本
市
の

こ
の
よ
う
な
方
々
の
お
か
げ
で
、
本
市
の

観
光
振
興
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
及
び
熊
毛
地
区
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

　

市
及
び
熊
毛
地
区
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
事
業
協
議
会
で
は
、
鹿
児
島
県
の
海
岸

プ
事
業
協
議
会
で
は
、
鹿
児
島
県
の
海
岸

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
、
海
岸

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
、
海
岸

美
化
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

美
化
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
海
岸
美
化
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

《
海
岸
美
化
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
》

る
方
々
》

〇
国
上
小
学
校
（
浦
田
海
水
浴
場　

※
日
本

〇
国
上
小
学
校
（
浦
田
海
水
浴
場　

※
日
本

の
水
浴
場

の
水
浴
場
8888
選
、日
本
初
の
ヨ
ガ
の
聖
地

選
、日
本
初
の
ヨ
ガ
の
聖
地
ⓇⓇ
））

〇
サ
ー
フ
ィ
ン
関
係
者
（
鉄
浜
海
岸
※
種

〇
サ
ー
フ
ィ
ン
関
係
者
（
鉄
浜
海
岸
※
種

子
島
有
数
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
）

子
島
有
数
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
）

〇
能
野
海
水
浴
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
能
野

〇
能
野
海
水
浴
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
能
野

海
水
浴
場
※
日
本
初
の
ヨ
ガ
の
聖
地

海
水
浴
場
※
日
本
初
の
ヨ
ガ
の
聖
地
ⓇⓇ
））

私
た
ち
は
海
岸
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

▲国上小学校児童の皆さん
▲能野海水浴場ボラン
ティアの濱上さん

美しいビー
チを

美しいビー
チを

守りましょ
う！！

守りましょ
う！！

市政の窓 2024.2 月号
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大
的
始
式
で
無
病
息
災
を
祈
願

（
県
指
定
文
化
財
）

　　

11
月月
1111
日
（
木
）、
栖
林
神
社
弓
場

日
（
木
）、
栖
林
神
社
弓
場

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

径
約
１
・

径
約
１
・
7575
ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
強
い
風
が
吹
く
天
候
で
し
た

　

当
日
は
強
い
風
が
吹
く
天
候
で
し
た

が
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
厳
か
な
雰

が
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
な
か
で
射
手
か
ら
放
た
れ
る
一

囲
気
の
な
か
で
射
手
か
ら
放
た
れ
る
一

射
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

射
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　　

11
月月
７７
日
（
日
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

日
（
日
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は

　

今
年
は
６６
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
、
和
田

保
護
者
が
参
加
し
、
和
田  

空
さ
ん
は

空
さ
ん
は

「
お
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
お
勉

「
お
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
お
勉

強
も
頑
張
り
た
い
。
学
校
に
行
く
の
が

強
も
頑
張
り
た
い
。
学
校
に
行
く
の
が

と
っ
て
も
楽
し
み
」
と
話
し
、
保
護
者

と
っ
て
も
楽
し
み
」
と
話
し
、
保
護
者

の
麻
美
さ
ん
も
「
健
康
に
過
ご
し
、
元

の
麻
美
さ
ん
も
「
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も
ら
い
た
い
」

気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

現
和
校
区
勧
学
祭

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

リ
ン
ゴ
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　　

11
月月
1111
日
（
木
）、
市
給
食
セ
ン
タ
ー
に
１
０
０

日
（
木
）、
市
給
食
セ
ン
タ
ー
に
１
０
０

㎏
の
り
ん
ご
が
届
き
ま
し
た
。

㎏
の
り
ん
ご
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
京
都
府
宇
治
市
在
住
の
河
田
由
美
さ

　

こ
れ
は
、
京
都
府
宇
治
市
在
住
の
河
田
由
美
さ

ん
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
平
成

ん
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
平
成
2424

年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
滋
賀
県
長
浜
市
と
の
記

年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
滋
賀
県
長
浜
市
と
の
記

念
事
業
で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
令
和
３
年
度

念
事
業
で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
令
和
３
年
度

に
も
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

に
も
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

届
い
た
り
ん
ご
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・

　

届
い
た
り
ん
ご
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
に
配
布
さ
れ
、
市
内
の
小
学
校
と
中
学

こ
ど
も
園
に
配
布
さ
れ
、
市
内
の
小
学
校
と
中
学

校
で
は
、
給
食
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

校
で
は
、
給
食
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
は
「
大
き
な
綺
麗
な
り
ん
ご
！
早
く

　

園
児
か
ら
は
「
大
き
な
綺
麗
な
り
ん
ご
！
早
く

食
べ
た
い
」
な
ど
と
食
べ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
様

食
べ
た
い
」
な
ど
と
食
べ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

きりすとこどもきりすとこども園園住吉さくら保育園住吉さくら保育園

若宮保育園若宮保育園

西之表幼稚園西之表幼稚園
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⑧

《作文の部》　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
熊本国税局長賞 種子島中学校 赤木　梓音

種子島税務署長賞
種子島高等学校 川原　百愛
種子島中学校 中山　綾音

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞

種子島中学校 江口　未佳
種子島中学校 内村　瞳
種子島中学校 津曲　彩希

《書道の部》
種子島税務署長賞 種子島中学校 岩下　優花

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞

種子島中学校 窪田　晴崇
種子島中学校 德永　絆里

《標語の部》
全国間税会総連合会

入選 榕城小学校 寺園　真梛

熊毛地区租税教育推進
協議会会長賞 榕城小学校 蒲地　なつみ

優秀賞 下西小学校 吉元　京
《絵はがきの部》

優秀賞

榕城小学校 中野　莉心
榕城小学校 松原　璃奈
下西小学校 松田　佑
下西小学校 船元　楓花

《学校表彰の部》
感謝状 現和小学校

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
種
子
島
税
務
署
）

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
種
子
島
税
務
署
）

※受賞した作品は、種子島合同庁舎２階に展示※受賞した作品は、種子島合同庁舎２階に展示
していますのしていますので、ぜひご覧ください。で、ぜひご覧ください。

種子島中学校種子島中学校

榕城小学校榕城小学校

現和小学校現和小学校 下西小学校下西小学校

種子島高等学校種子島高等学校

沖
田 

フ
ク
ヱ
さ
ん
、
美
𠩤 

ヒ
サ
さ
ん

　
　
　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲美𠩤 ヒサさん（中央） ▲沖田 フクヱさん（中央）
　

フ
ク
ヱ
さ
ん
は
、
８
人
兄
妹
の
長
女

フ
ク
ヱ
さ
ん
は
、
８
人
兄
妹
の
長
女

と
し
て
伊
関
沖
ヶ
浜
田
に
お
生
ま
れ
に

と
し
て
伊
関
沖
ヶ
浜
田
に
お
生
ま
れ
に

な
り
、
結
婚
後
は
２
男
１
女
の
子
宝
に

な
り
、
結
婚
後
は
２
男
１
女
の
子
宝
に

恵
ま
れ
、
夫
と
と
も
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や

恵
ま
れ
、
夫
と
と
も
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や

甘
藷
を
作
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
い

甘
藷
を
作
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
い

つ
も
笑
顔
で
過
ご
し
、
ご
家
族
も
、
フ

つ
も
笑
顔
で
過
ご
し
、
ご
家
族
も
、
フ

ク
ヱ
さ
ん
が
嫌
な
顔
を
し
た
と
こ
ろ
を

ク
ヱ
さ
ん
が
嫌
な
顔
を
し
た
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
が
無
い
ほ
ど
だ
と
か
。
当
日

見
た
こ
と
が
無
い
ほ
ど
だ
と
か
。
当
日

も
、
孫
・
曾
孫
手
作
り
の
お
祝
い
の
飾

も
、
孫
・
曾
孫
手
作
り
の
お
祝
い
の
飾

り
を
背
に
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く

り
を
背
に
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

だ
さ
い
ま
し
た
。

沖
田 

フ
ク
ヱ
さ
ん

〈
大
正
12
年
12
月
15
日
生
ま
れ
〉

　

ヒ
サ
さ
ん
は
中
種
子
町
油
久
で
お
生

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
後
は
２
男
５
女
の
子

宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
夫
と
サ
ト
ウ
キ
ビ

や
甘
藷
、
米
を
作
り
、
牛
も
飼
っ
て
お
ら

れ
、
95
歳
ご
ろ
ま
で
農
作
業
に
励
ん
で
き

た
そ
う
で
す
。

　

穏
や
か
な
性
格
で
、
長
寿
の
秘
訣
は

「
円
満
に
過
ご
す
こ
と
」
と
の
こ
と
。
当

日
は
、
ご
家
族
と
一
緒
に
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
お
祝
い
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

美
𠩤 

ヒ
サ
さ
ん

〈
大
正
12
年
12
月
15
日
生
ま
れ
〉

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に

　
　
　
　
　
　

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

市政の窓 2024.2 月号



⑨

お 知 ら せ

■問合せ先　西之表保健所　☎ 22‐0032

２月は ｢猫の適正飼養推進月間 ｣です。飼い猫はルールを守って飼いましょう！！
｢ 猫の適正飼養 ｣とは？
【①室内で飼いましょう】…飼い猫を、交通事故や猫同士のケンカ、感染症などから守ってあげるためにも、
室内飼育をしましょう。また外に出てしまうと、フン尿や鳴き声など、周りに迷惑を掛けてしまうことが
あります。周囲の方へ配慮して飼うことを心掛けましょう。
【②繁殖制限をしましょう】…１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後には合計で20匹以上に増えること
もあります。早めに不妊去勢手術をして、むやみに増えないようにしましょう。また不妊去勢手術をする
ことで、病気の予防やストレスの軽減、マーキング行為の減少につながるというメリットもあります。
【③迷子札等の所有者明示をしましょう】…ドアや窓の隙間からの脱走や突然の災害で行方不明になるこ
とも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪に付ける、マイクロチップを装着する等、迷子に
なっても飼い主さんの元に戻れるようにしておきましょう。
　また、野良猫や地域猫といった飼い猫以外の猫の飼養についても、不妊去勢手術をする、残した餌は片
付ける、猫用のトイレを置く等心掛け、周りの迷惑とならないようにしましょう。

【物件】古園団地（西之表市）
深渡瀬団地（西之表市）
伏之前団地（中種子町）
コスモタウン南種子団地（南種子町）

【受付期間】２月１日 (木 ) ～ 2月 29日 ( 木 )
　　　　　　8時 30分～ 17時
  　※土日祝日を除く
  　※申込書（熊毛支庁備付）を提出
【抽選日時】３月７日 (木 )
　　　　　午後 1時 30分から
【抽選場所】熊毛支庁第１会議室
(西之表市西之表 7590熊毛支庁
　本館 3階 )

県営住宅空き家待ち順位登録者を募集

■申込・問合せ先
　熊毛支庁建設部建設課用地管理係
　☎ 22‐1136（直通）

▲ホームページは
　こちら

　鹿児島大学法文学部附属司法政策教育研究セン
ターによる無料法律相談会が開催されます。学生
等の実習を兼ねて実施されるため、相談には弁護
士のほか、教員や学生が同席することになります
が、回答は担当弁護士が責任を持って行い、秘密
は守られます。
※１日５件の予約制となります。
【日時】２月 17日 ( 土 )、18日 ( 日 )
　　　　10時から 16時まで
【場所】西之表市勤労青少年ホーム

無料法律相談会

■予約先
　司法政策教育研究センター（担当：小塩、徳重）
　☎ 099‐285‐7569、099‐285‐3905
■問合せ先
　市福祉事務所市民総合相談係
　☎ 22‐1113（直通）

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

子ども予防接種週間《３月１日（金）～３月７日（木）》　忘れずに予防接種を受けましょう
【定期予防接種】
ＢＣＧ、日本脳炎、小児用肺炎球菌、水痘、ＭＲ（麻しん風しん混合）、四種混合（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）、Ｂ型肝炎、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）、ロタウイルス、ヒトパピローマウイ
ルスなど
〇定期予防接種を受ける際は、市から届いた説明書を必ずお読みください。
〇母子手帳と予防接種予診票を必ずご持参ください。
【実施医療機関】種子島医療センター　☎ 22-0960
１日（金）２日（土）３日（日）４日（月）５日（火）６日（水）７日（木）
午前×
午後〇

午前×
午後〇

午前×
午後×

午前×
午後〇

午前×
午後〇

午前×
午後〇

午前×
午後〇

※種子島医療センター
（小児科）の受付時間は
14時から 16時まで

市政の窓2024.2 月号
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新たに就職された皆さんに支援金を支給します【人材確保対策事業】
　市では、様々な産業分野の働き手、担い手が不足していることから、UI ターン者や市内在住者の労働力確
保と就労のきっかけづくりとして、本事業を行っています。それぞれ条件がありますので、ご確認ください。

《各分野の資格・事業所について》
資格　等 事業所 担当・問合せ先

医療

助産師・保健師・看護師・准看護師・理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・放射線技師・臨床検
査技師・臨床工学技士・薬剤師・社会福祉士・
精神保健福祉士・管理栄養士・栄養士・保育士

市内に所在する医療法第 1条の５第 1
項に規定する病院又は同条第 2項に
規定する診療所（歯科診療所を除く）

市役所健康保険課健康増進係
（保健センターすこやか）
電話 24-3233
　　22-1111（内線 327）

介護

介護福祉士・社会福祉士・保健師・看護師
・准看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴
覚士・栄養士・介護支援専門員・精神保健福祉
士・柔道整復師・あん摩マッサージ指圧師・社
会福祉主事の任用資格等・はり師・きゅう師

市内に所在する介護保険法に規定する
居宅介護（予防）サービス事業所・地
域密着型介護（予防）サービス事業所・
居宅介護（予防）支援事業所・介護老
人福祉施設及び介護老人保健施設

市役所高齢者支援課介護保険係
電話 22-1111（内線 362）

子育て 保育士・幼稚園教諭 市内に所在する保育所、認定こども園、
幼稚園

市福祉事務所子育て支援係
電話 22-1111（内線 328）

障害
福祉

支援員・世話人・指導員・生活支援員・相談支
援専門員・就労支援員・職業指導員・作業指導
員・保育士・児童指導員・サービス管理責任者
・児童発達管理責任者・看護師・准看護師
・社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士
・栄養士・管理栄養士・訪問介護員・その他

障害者の日常生活及び社会生活を総合
的に支援するための法律第 5条に規定
するサービスを提供する施設や事業所
並びに児童福祉法第6条の２の２に規
定するサービスを提供する事業所で、
種子島内に所在する事業所

市福祉事務所社会福祉係
電話22-1111（内線 321）

農業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

農業法人・農業者（青色申告者に限る）・
種子屋久農業協同組合西之表支所営農
販売課営農指導係・公益社団法人西之
表市農業振興公社

市役所農林水産課農政管理係
電話 22-1111（内線 245）

林業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する林業に関する事業を運
営する事業所等

市役所農林水産課林務係
電話22-1111（内線 244）

水産 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する概ね年間を通じて漁業
を営む漁業協同組合・漁業法人・水産
業事業体

市役所農林水産課水産係
電話22-1111（内線 243）

商工 右記事業所に正社員として採用が内定してい
る、市外からの転入者

①中小企業法第 2条第 1項に規定す
る中小企業者
②①に該当しない法人であって、資本
金等の額が 3億円以下であるもの等

市役所経済観光課商工政策係
電話 22-1111（内線 271）

《具体的な支援策》　〔必須条件：西之表市に住民登録していること〕
対象者その①：UI ターン者（常勤者）

（西之表市へ転入後 2か月以内に就職する者） 対象者その②：市内在住者

☆全業種を対象
・UI ターン就職者奨励金　20万円
・新卒等就職者奨励金　5万円

☆全業種を対象
・新卒等就職者奨励金
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

☆特定産業分野　※に追加支援
・家族加算（1人 5万円　4名まで）
・家賃補助（1/2　上限月額 3万円）

☆特定産業分野　※に追加支援
・就職者奨励金（商品券）
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

★特定産業分野※
勤続奨励金（商品券）　1年目　5万円→　2年目　5万円→　3年目　5万円

※特に対策が必要な医療・介護・福祉・農林水産業を「特定産業分野」と位置づけ、各種奨励金等を準備。

■各産業分野で条件がありますので、詳細については、各担当課にお問い合わせください。
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※市県民税申告の結果「確定申告」が
必要となった場合
…市で作成した確定申告書を種子島
税務署へ e-Tax で送信することにご
同意ください。
　なお、e-Tax「利用者識別番号」
を提示していただくと手続きがス
ムーズです。

市県民税申告 2/13（火）‐3/15（金）
　この期間に市役所税務課が各地域を巡回し、市県民税申
告の受付を行います。
　詳しい受付日程等は、次のいずれかでご確認ください。

① 12月 25日付で全戸配布したチラシ「令和 6年
度市県民税申告について（お知らせ）」
②市ホームページ→くらしの情報→税金→「令和 6
年度市県民税申告がはじまります」

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日時点の
バイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）
などの所有者に対して課税される税金です。
４月２日以降に廃車等の手続きをした場合、月

割りはせず１年分の税金を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。

※軽自動車税（種別割）の納期限は 5 月 31 日（金）
です。納税通知書は、５月上旬に発送予定です。
　詳しくは、お問い合わせください。

　軽自動車税は４月１日時点の所有者に課税されます！
　　　　　　廃車等の手続きは３月 29 日（金）３月 29 日（金）までに済ませましょう

■問合せ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233

※種別ごとに窓口が異なりますのでご注意ください。
軽自動車種別 受付窓口・問い合わせ先
原動機付自転車
（125cc 以下）

 市役所税務課市税係
 ☎ 22‐1111
 内線 229/233

ミニカー

小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）

軽二輪
（125cc超～250cc
以下の二輪車）

 九州運輸局 鹿児島運輸支局
 ☎ 050‐5540‐2089
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐1二輪の小型自動車

（250cc を超える
　　　　　二輪車）

解体、使用不能、紛失等

転売、譲渡、所有者が亡くなった場合

市外へ転出・市内へ転入した場合

廃車の手続きを行ってください。特に、軽自動
車は、解体が済んでいても、右記窓口での廃車手
続きが済んでいない場合は課税されますのでご注
意ください。

　名義変更等の手続きを行ってください。

住所変更の手続きを行ってください。

■問合せ先
　市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

軽三輪  全国軽自動車協会連合会
 鹿児島事務所（鹿児島県軽
自動車協会）
 ☎ 099‐261‐4011
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐42

軽四輪（乗用・貨物）

2月 13日（火）    安城校区
2月 14日（水）    立山校区
2月 15日（木）～ 2月 16日（金）  住吉校区
2月 19日（月）    伊関校区
2月 20日（火）～ 2月 22日（木）  国上校区
2月 26日（月）    中割校区・古田校区
2月 27日（火）～ 2月 29日（木）  現和校区
3月 1日（金）      安納校区
3月 4日（月）      上西校区

3月 5日（火）～ 3月 6日（水）     下西校区
3月 7日（木）～ 3月 14日（木）  榕城校区
3月 14日（木）～ 3月 15日（金）  予備日

※土日・祝日は除く。
※各地域の受付時間、会場は上記の①②でご
確認をお願いします。

令和 6年度 市県民税申告受付日程
▲市ホームページ
はこちら
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　令和 5年度の宝くじコミュニティ助成事業を活用し、鞍勇・中野自治会が備品を整
備しました。この事業は、財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業
として実施するもので、集会施設やコミュニティ活
動備品の整備、安全な地域づくりと共生のまちづく
り、地域のコミュニティ活動の充実 ･強化などを図
ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の
向上に寄与するものです。
　それぞれの自治会は、参加者の負担軽減を図る清
掃作業機材やコミュニティ活動に必要な備品を整備
し、今後のイベントや会議等地域活動に活用される
ことにより、親睦と融和が図られ、地域の活性化が
期待されます。

◆◆鞍勇・中野自治会が備品を整備鞍勇・中野自治会が備品を整備

特定健診・がん検診情報特定健診・がん検診情報
令和 6年度令和 6年度健診希望調査健診希望調査を実施します！を実施します！

※健診希望調査票が届いた方は必ず回答してください。
　令和 6年度の受診意向調査のため、「健診希望調
査票」を１月下旬頃に対象世帯へ郵送します。
令和 6年 2月 16 日（金）までに、WEB

で回答または保健センターすこやかへ提出してくだ
さい。

希望調査票で「集団健診を受診する」と回答すると・・・

ず 答し回答し

webでの回答は
こちらから↓

○事前に、問診票等の健診キットが届きます。
　　→受診忘れを防ぐことができます！
　　→ご自宅で問診票の記入や採尿等を済ませてから来場できます！

※郵送物イメージ

■問合せ先　
　市保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

　西之表市では国保被保険者・後期医療保険被保険者の方を対象に、生活習慣病予防や早期発見・重
症化予防等を目的として特定健診等（※）を実施しています。
　生活習慣病は重症化すると命の危険に繋がる病気ですが、自覚症状が出にくく気付かないうちに体
への悪影響が進行してしまいます。そのため毎年健診を受けて体に異常がないか確認することが重要
です。令和６年度特定健診等の積極的な受診をお願いします。
（※）健診の詳細名称は受診時の年齢によって異なります。

加入している加入している
健康保険の種類健康保険の種類 国民健康保険国民健康保険 後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険

対象年齢対象年齢
（受診日の年齢）（受診日の年齢） 20歳～ 39歳20歳～ 39歳 40歳～ 74歳40歳～ 74歳 75歳以上75歳以上

健診の詳細名称健診の詳細名称 生活習慣病生活習慣病
予防健診予防健診 特定健診特定健診 長寿健診長寿健診

目　　的目　　的 生活習慣病の前段階であるメタボリック生活習慣病の前段階であるメタボリック
シンドロームの早期発見・重症化予防シンドロームの早期発見・重症化予防

疾病の早期発見疾病の早期発見
重症化予防や介護予防重症化予防や介護予防

検査項目検査項目 ・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察
・医師による追加検査　他・医師による追加検査　他

《年齢別健診内容》

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111内線 308

用し、鞍勇・中野自治会が備品を整
ーが、宝くじの社会貢献広報事業

が
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、
衣
類
の
ボ
タ
ン
、
金

具
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
金
属
プ
レ
ー
ト

の
「
認
識
票
」
は
、
り
ま
丸
に
乗
船
し
て
い
た
部
隊

の
兵
士
が
身
に
つ
け
て
い
た
遺
品
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

認
識
票
に
は
縦
に
３
行
、右
か
ら「
潮
八
九
八
四
」「
西

四
七
」「
四
六
番
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
独

立
混
成
第
19
旅
団
（
通
称
潮
部
隊
）
の
認
識
票
と
見

ら
れ
ま
す
。
同
部
隊
は
福
岡
で
編
成
さ
れ
、
門
司
を

出
て
香
港
に
向
か
う
途
中
で
し
た
。
戦
死
者
に
は
西

之
表
市
（
現
和
）
出
身
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
見
つ
か
っ
た
人
骨
や
認
識
票
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
に
情
報
を
伝
え
ま
し
た
が
、

２
３
年
９
月
、「
人
物
の
特
定
に
至
ら
ず
」
と
の
回
答
で
し
た
。
認
識
票
の
文
字
・
番
号
か

ら
身
に
つ
け
て
い
た
兵
士
の
氏
名
が
分
か
れ
ば
、
近
く
で
見
つ
か
っ
た
骨
片
の
D
N
A
を

照
合
す
る
な
ど
さ
ら
な
る
調
査
に
進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
究
明
は
中
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
骨
や
歯
は
市
の
無
縁
墓
地
に
納
め
ら
れ
、
認
識
票
や
ボ
タ
ン
な
ど
の
遺
留
品
は
鉄

砲
館
で
年
末
ま
で
展
示
し
た
後
、
同
館
で
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
馬
毛
島
の
最
高
地
・
岳
之

腰
に
立
て
ば
、
西
方
に
、
り
ま
丸
沈
没
の
黒
島
近
海
が
望
め
ま
す
。
戦
没
者
慰
霊
に
貴
重
な

場
所
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

鉄砲館で展示された認識票、ボタン

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
さつまいも…400g
もち米粉…100g
砂糖…大さじ 3
塩…少々
バター…30g

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 201 弾第 201 弾

「牛乳入いもだんご」「牛乳入いもだんご」

【作り方】
① さつまいもは皮をむき、1～ 1.5 ㎝の輪切りにして水にさらし、あくぬきをする。
② 鍋に牛乳 400㏄とさつまいもを入れて煮る。さつまいもがやわらかくなったら塩少々と砂糖大さじ 2鍋に牛乳 400㏄とさつまいもを入れて煮る。さつまいもがやわらかくなったら塩少々と砂糖大さじ 2
～ 3　を加えて、よくつぶし、水分をとばしすぎない滑らかな状態にする。～ 3　を加えて、よくつぶし、水分をとばしすぎない滑らかな状態にする。
③ ②にもち米粉とバターを加えて火にかけ、餅のようになるまで練り上げる。
④ 干しぶどうは湯を通してあらくきざみ、③に混ぜる。
⑤ きざんだ落花生、ごま、青のり粉を用意する。
⑥ ④を好みの大きさに丸め、ごま、落花生、青のり粉をまぶして、三色だんごにする。牛乳と砂糖の量は、
　いもの生地の硬さや甘さによって調節する。

干しぶどう…10g
牛乳…400㏄
落花生…30g
青のり粉…大さじ 1
ごま…30g

⑬ 市政の窓2024.2 月号



■問合せ先　　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111内線 214

◆「2024 年版 住みたい田舎ベストランキング」
　　　　　　　　　　西之表市が２年連続上位ランクイン！
　宝島社から毎月発行されている「田舎暮らしの本」（２月号）において、「2024年版 住みたい田舎ベ
ストランキング」で、本市が２グループ７部門において上位にランクインしました。
　当ランキングは、毎年実施しているランキングで、今回で 12回目を迎えました。移住定住の促進に
積極的な市町村を対象に、移住支援策、医療、子育て、自然環境、就労支援、移住者数などを含む278
項目のアンケート結果を基に、田舎暮らしの魅力を数値化し、ランキング形式で紹介したものです。
　リモートワークの普及もあり、田舎暮らしに関心が高まる中、今後とも本市の魅力を広く情報発信し、
さらなる移住定住の促進に向けて取り組みます。

◆空き家をDIY しませんか？
　西之表市にある空き家を借りて、
自分でリフォームしたい方はいませ
んか？
　登録していただき、空き家の所有
者さまとのマッチングさせていただ
きます。まずはご登録を！

●令和５年度の移住定住関連の取り組み
　首都圏での移住相談会の開催、情報誌や SNS等を活用した情報発信を中心に取り組んでいます。
今後も、移住定住を PRしていきます。
・県内版情報誌・全国誌への広告掲載（10月 /１月）
・かごしま移住セミナー #憧れの島暮らし編（オンライン /６月）
・種子島フリートーク会（東京 /８月）
・出張相談デスク (東京 /11月 )
・かごしま移住相談会（東京 /11月）
・アイランダー 2023（東京 /11月）
・ひとり親のための合同移住相談会（東京 /12月）
・移住相談会（東京 /１月）
・プレ移住者ミーティング（本市 /１月） ▲ 1月 10 日「プレ移住者ミーティング」

▲空き家DIY
登録フォーム

⑭市政の窓 2024.2 月号



№ 252

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

12
月
15
日
（
金
）、
市
民
会
館
で
、

寿
大
学
の
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
４
年
振
り
の
学

園
祭
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
・
民
踊
・

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
や
、
特
別
ゲ
ス
ト

の
「
お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と

ん
」
な
ど
に
よ
る
12
演
目
の
多
岐

に
渡
る
舞
台
発
表
で
は
、
日
頃
の

練
習
成
果
を
披
露
し
、
会
場
は
盛

大
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
道
・
生
花
・
園
芸
ク

ラ
ブ
に
よ
る
華
や
か
な
展
示
発
表

も
あ
り
、
多
く
の
方
が
作
品
鑑
賞

を
楽
し
み
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　

西
之
表
市
寿
大
学　

学
園
祭

　

寿
大
学
で
は
、
月
に
１
回
程
度
、
健
康
や

歴
史
文
化
な
ど
の
講
話
を
聴
講
し
た
り
、
各

種
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
み
、
学
び
を
深
め
な

が
ら
、
学
生
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
っ
て
い

ま
す
。
60
歳
以
上
の
市
民
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
生
涯
の

学
び
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
皆
さ
ん
も
一
緒
に

　

学
び
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
》
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知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

ー 20歳になったら国民年金ー

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

即
席
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
に
穴
が
…

即
席
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
に
穴
が
…

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

◆
主
に
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
や
総
菜
等
の
食
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
発
泡
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
製
容
器
に
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル(

中
鎖
脂
肪
酸
油)

等
の
食
用

油
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
容
器
が
破
損
し
て
湯
が
流
出
し
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
容
器
の
変
質
・
破
損
を
招
く
た
め
、
添
付
以
外
の
食
用
油
等
は
加
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。
容
器
か
ら
漏
れ
出
た
湯
で
や
け
ど
を
す
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

◆
添
付
以
外
の
食
用
油
等
を
加
え
た
い
場
合
は
、
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
の
中

身
を
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
製
容
器
以
外
の
容
器
に
移
し
て
か
ら
加
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・20歳以上 60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第 1号被保
険者）は、国民年金に加入することが義務づけられています。
・20歳になった方には、日本年金機構から、「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、
国民年金に加入したことをお知らせします。
・公的年金制度は老後や障害を負ったときに、働いている世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
・若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、老後や病気・ケガで
障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
・原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができません。しかし、所得が
低く保険料を納めることが困難な方のために保険料免除制度があります。

《
事
例
》

　

即
席
カ
ッ
プ
め
ん
に
湯
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル
を
ほ
ぼ
同
時
に

入
れ
て
食
べ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
容
器
の
底
が
抜
け
、
足

に
湯
が
か
か
っ
た
。
熱
い
と
思
っ
た
が
や
け
ど
は
し
な
か
っ

た
。
商
品
に
は
「
カ
ッ
プ
が
変
質
し
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
添
付
以
外
の
食
用
油
等
は
加
え
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
の
注
意
表
示
が
あ
っ
た
が
、
目
立
た
な
い
表
示
だ
っ
た
。

(

70
歳
代)

・詳しい内容は日本年金機構ホームページでご確認していただくか、
市役所健康保険課国保年金係までお問い合わせください。

国民年金のメリット
《万が一の障害や遺族も保障！》《万が一の障害や遺族も保障！》
・老後だけではなく現役世代の保障も充実
しています。

《老後を支える終身保障！》《老後を支える終身保障！》
・「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保
障です。
《保険料が控除！》《保険料が控除！》
・納めた保険料の全額が所得から控除され
ます。

《基礎年金の半分は国（税金）が負担！》《基礎年金の半分は国（税金）が負担！》
・基礎年金の半分は国（税金）から支払わ
れています。

▶ホームページはこちら

発泡ポリスチレン製容
器にＭＣＴオイルや

発泡ポリスチレン製容
器にＭＣＴオイルや

えごま油等を加えない
で！

えごま油等を加えない
で！

【参考】見守り新鮮情報　第 469 号 (2023 年 12 月 5 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄
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宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
1
月
8
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

週に 1回の『脳の体操』で認知症予防！

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機

打
上
げ
予
定

　

２
月
15
日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

の
飛
行
実
証
を
目
的
と
し
た
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機
を
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
予
定
で
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時

　

２
月
15
日
（
木
）

　

９
時
22
分
55
秒

　
　

〜
13
時
６
分
34
秒

〇
打
上
げ
予
備
期
間

　

２
月
16
日
（
金
）

　
　

〜
３
月
31
日
（
日
）

　

昨
年
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
総
力
を

挙
げ
て
打
上
げ
失
敗
の
原
因
究

明
・
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
成
功
に
向

け
、
関
係
者
一
同
努
め
て
参
り
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「脳の健康教室」では、令和 5年 11月から令和 6年 3月までの 5か月間、週に 1回の読み書き・計
算等の学習サポーターや仲間と一緒に楽しみながら脳の活性化を図っています。
　30分程度の簡単な教材で脳の健康維持を図るとともに、サポーターと参加者同士の仲間づくり、介護
予防体操による体力づくりにもつながっています。
　参加者から「この教室に通い始めて良かった。みんなとのおしゃべりも楽しいし、家での宿題も楽し
くやっている」との声も聞かれ、みなさん仲間との再会を楽しみに毎週取り組んでいます。

写真” SINGULARITY “
シンギュラリティ

製作：Yusuke　Murakami

　教室のサポーター
1 名と参加者 2 名で
学習を進めます。
　和気あいあいと和
やかな雰囲気であっ
という間の30分です。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ラ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

12
月
９
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）、

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
が
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
南
種
子
町
市

街
地
、
浜
田
海
水
浴
場
の
３
会
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
芝
生
広
場
に

お
い
て
、
光
を
使
っ
た
大
規
模
な

４
作
品
の
展
示
ほ
か
、
地
元
飲
食

店
に
よ
る
出
店
や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
約
２
１
０
０
名
の

見
学
者
の
方
々
が
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
壁
面
を

使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
表
現
さ
れ
た
作
品
で

は
、
作
中
で
流
れ
る
音
楽
に
実
際

の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
音
や
管
制
棟
の

声
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
宇
宙
科
学
技
術
館
内

で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
『
Ｇ
Ｔ

８
２
１
５
「
世
阿
弥
」
２
０
１
７
』

を
引
き
続
き
展
示
し
て
い
ま
す
。

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
入
口
の
上
部
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
解
説
と
共
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　学習タイムのあとは、「よろ～て元気アッ
プ体操」の時間。頭も身体もスッキリ！！

⑰ 市政の窓2024.2 月号



戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
11
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

上
妻　

光
子

天
神
町

上
妻　

義
人

竹
迫　

エ
ツ
子
西
俣

竹
迫　

隆
一

宮
里　

オ
リ
エ
二
本
松

宮
里　

幸
男

長
野　

末
義

湊

長
野　

義
秋

上
別
縄　

誠

古
田
中
之
町
上
別
縄　

輝
雄

土
田　

理
秋

川
迎

土
田　

キ
ヌ
子

尾
山　

百
合
子
榕
城
中
目

尾
山　

米
男

中
村　

定
実

久
保
田

中
村　

ユ
ミ

　

吉　

朝
代

松
畠

　

吉　

左
近

大
﨑　

一
見

大
崎

塩
﨑　

イ
ト

内
田　

久
一

城

内
田　

キ
ミ
エ

大
河　

幸
子

湊

大
河　

ナ
ミ

（
一
般
寄
付
）

種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
実
行
委
員
会

会
長　

八
板　

俊
輔

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

坂
元　

希き
こ妃

女

幸
洋

可
奈
子

浜
之
町

折
口　

好こ
う
せ
い正

男

雅
央

ひ
か
る

庄
司
浦

白
坂　

郁か

の乃

女

大
智

愛
加

松
畠

遠
矢　

唯ゆ
い
と翔

男

哲
太
郎
美
穂

野
首

益
田　

智ち
ひ
ろ央

男

知
晃

美
香

城

林
田　

心こ
は
る陽

女

大
吾

萌
音

鴨
女
町

川
内　

新
あ
ら
た

男

亮

由
貴
子

洲
之
崎

濱
口　

大そ

ら空

男

匠

順
子

鴨
女
町

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

秋
葉　

裕
貴　
　
　

東
京
都

　
　

＆

上
妻　

由
実　
　
　

池
野

　

市
政
の
窓
1
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
14
ペ
ー
ジ
下
段
「
地
域
貢
献
活
動
」
見
出
し

（
誤
）
藤
田
建
設
工
業
㈱

（
正
）
藤
田
建
設
興
業
㈱

・
18
ペ
ー
ジ
「
お
く
や
み
」
見
出
し

（
誤
）
〜
11
月
15
日
受
付
分

（
正
）
〜
12
月
15
日
受
付
分

・
18
ペ
ー
ジ
「
社
協
だ
よ
り
」
見
出
し

（
誤
）
９
月
受
付
分

（
正
）
10
月
受
付
分

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

筧　

伸
平

71

寺
之
門

河
野　

千
惠
子

87

天
神
町

横
林　

幸
次

66

松
畠

鮫
島　

キ
ク
ヱ

97

住
吉
中
之
町

古
田　

末
𠮷

84

沖
ケ
浜
田

青
山　

エ
ミ
子

90

芦
野

河
口　

和
広

63

大
崎

岡
留　

フ
ク
ヨ

91

松
畠

前
田　

貞
徳

53

松
畠

中
村　

武
俊

48

川
氏

堂
免　

ヨ
リ
子

85

安
城
下
之
町

種
子
田　

征
男

78

川
氏

宮
里　

静
香

34

朝
日
が
丘

木
串　

節
子

89

城

上
原　

シ
ズ
子

87

浅
川

川
野　

茂

62

池
野

宮
田　

ス
エ
子

93

村
之
町

長
田　

智

65

浅
川

持
田　

利
美

69

沖
ケ
浜
田

𠮷
内　

學

93

池
之
久
保

畠
久
保　

實
昭

93

寺
之
門

榎
本　

サ
キ

96

国
上
中
目

髙
栁　

禎
子

81

牧
之
峯

広告広告

In西之表市

主催：特定非営利活動法人　種子島・島neco会
後援：西之表市
協力：一般社団法人ソーシャルイニシアチブ
　　：西之表市と馬毛島の未来創造推進協議会

主催：特定非営利活動法人　種子島・島neco会
後援：西之表市
協力：一般社団法人ソーシャルイニシアチブ
　　：西之表市と馬毛島の未来創造推進協議会

2月12日（月）2月12日（月）※荒天中止
対象：小学生以上，1チーム3名（先着30組）参加

費
無料

TEL:090-2855-2050（担当 井上）
FAX：0997-28-3502
メール：npo.tng.shimanecokai@gmail.com

詳
し
く
は

※入賞チーム·参加者に粗品あり!

⑱市政の窓 2024.2 月号



そ
の
昔
近
く
て
遠
い
種
子
島
今
で
は
日
帰
り
旅
行
も
で
き
ま
す

淑
や
か
に
振
り
袖
着
て
の
参
拝
に
神
妙
な
顔
の
七
歳
の
孫

メ
イ
ヤ
ー
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
東
京
で
法
被
羽
織
っ
て
お
じ
ゃ
り
も
う
せ

長
年
に
母
を
看
取
り
し
わ
が
友
の
言
の
葉
ふ
た
つ
心
に
し
み
る

歩
く
こ
と
難
儀
と
な
り
し
母
連
れ
て
ド
ア
か
ら
ド
ア
の
の
ん
び
り
旅
行

伊
豆
の
海
お
ぎ
ろ
に
初
日
輝
り
わ
た
り
沖
の
タ
ン
カ
ー
旅
路
は
る
か
に

冴
え
冴
え
と
孤
高
を
持
す
る
冬
の
月
天
空
高
く
光
り
輝
く

石つ
わ
ぶ
き蕗

の
花
の
盛
り
に
夫
は
逝
き
子
や
孫
並
ぶ
法
要
の
と
き

夜
が
開
け
る
来
光
煌
め
き
凌
駕
す
る
新
春
晴
れ
や
か
皆
に
幸
あ
れ

古
希
過
ぎ
て
短
歌
の
道
へ
一
歩
目
を
踏
み
入
れ
し
今
と
き
め
く
心

焼
玉
の
浦
野
漁
船
で
馬
毛
島
や
オ
オ
ギ
か
た
げ
の
バ
イ
ト
は
き
つ
く

身
近
な
る
花
の
名
前
を
つ
と
言
え
ず
老
い
深
ま
る
と
思
う
朝
か
な

万
歩
計
付
け
て
朝
の
有
酸
素
臍
の
あ
た
り
に
意
識
お
き
つ
つ

日
め
く
り
の
残
り
少
な
き
師
走
か
な

運
つ
か
み
年
末
極
め
宝
く
じ

年
の
瀬
に
二
人
で
笑
い
餅
を
つ
く

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

埼
玉
県
・
上
妻　

茂
香

東
京
都
・
田
元　

伸
二
郎

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

宮
崎
県
・
長
友　

幸
憲

東
町
・
日
髙　

房
子

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

蓮

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
こ
う
じ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
す
み

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　93件
うち急病　59件

12月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

1月 10日現在
（R6年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,572 3,882 7,454 3,963
上西 221 234 455 262
下西 1,059 1,033 2,092 1,188
国上 453 481 934 541
伊関 178 200 378 216
安納 167 175 342 194
現和 525 564 1,089 625
安城 142 131 273 160
立山 46 38 84 48
中割 34 32 66 47
古田 158 184 342 187
住吉 355 430 785 459

［校区別］

［人口］
全体 14,294 人（+4）
男性 6,910 人（+8）
女性 7,384 人（ ‐ 4）
［世帯数］
7,890 世帯（+3）
（　）内の数字は前月比

12月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【12月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 643 39 3,751 372
葉茎菜
　　類 2,238 210 7,597 703

果菜類 94 29 1,821 483
その他 4,349 803 2,691 689
小 計 7,324 1,081 15,860 2,247

果
物
類

かん
きつ類 4,888 810 2,890 332

果瓜類 0 0 28 7
その他 187 347 639 226
小 計 5,075 1,157 3,557 565

鳥 卵・　　
加 工 品 等 140 50 906 327

花　類 21,118
本 807 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
33トン

13トン
（39％）

20トン
（61％）

取引額
624万円

310万円
（50％）

314万円
（50％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《2月の休み》
4日・7日・11日・12日・14日・18日・
21日・23日・25日・28日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

2 月 当番スタンド

4日 種子島石油㈱（鴨女町）

11日 ㈲和人組（上石寺）

18日 ㈱有馬石油店（西町）

25日 ㈱三栄石油商会（天神町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

正 社 員 募 集正 社 員 募 集
♢ごみ焼却施設の運転管理スタッフ…若干名
●給　与　175,000～250,000円
●時　間　①8：15～17：15
　　　　　②16：45～8：45
　　　　　③16：45～25：45（土のみ）
※週休2日制（その他勤務表により会社の指定する日）
●各種保険あり
●勤務地　種子島清掃センター（西之表17385-2）
　　　　　中種子清掃センター（野間15192）
※まずはお気軽にお電話ください。

株式会社　日本管財環境サービス　西之表事業所
鹿児島県西之表市西之表17385番地2

☎0997-28-3310　担当：大山（おおやま）

⑲ 市政の窓2024.2 月号



広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

【仕事内容】
①⇒レジ接客・品出し・売場作り・発注等
②⇒弁当製造

ファミリーマート西之表西町店

スタッフ募集

ファミリーマート西之表西町店
0997-23-5323　担当：野平問い合わせ

①レジスタッフ 【時給940円　※22時以降1,200円】
　※土・日は+100円
   A：8時～13時　B:13時～17時　C：17時～21時
   D：21時～0時　E：0時～翌9時
②厨房スタッフ
   A：5時～8時　B：8時～13時　C:13時～18時
※勤務時間は相談に応じます。

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!


